
 

 

 

取扱い商品 

自然に優しい奈良蚊帳の伝統を今に伝える 丸山繊維産業 株式会社 
 

当社では、「オリジナル」にこだわって、伝統的な蚊帳織りの可能性を追求。また、蚊帳織りの技術を活かし、

農業用資材や産業用資材の受注生産にも対応している。 

 

 
 

 

 

 

丸山繊維産業 株式会社 
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事業計画名【平成 24 年度】 

■設立 昭和 40 年 11 月 ■資本金 1,000 万円 

■事業内容 染織整理加工、ギフト包装資材販売 ■従業員数 21 名 

■本社所在地 奈良県天理市長柄町 695 ■TEL 0743-66-1282 

■URL http://www.maruyama-seni.co.jp/ ■E-MAIL info@maruyama-seni.co.jp 

 

繊
維
工
業 

事業化にいたる経緯・背景 

 
【 企業向け SP グッズ（サービスプレミアムグッズ、ノベルティグッズ）の市場規模は約 5,000 億円 】 
 

プレゼント・ギフト市場は、矢野経済研究所調査によると 2009 年の市場規模は 17 兆 500 億円、個人的なイ

ベントや日常に密着したプレゼントは約 1,000 億円の市場と言われている。他方、企業向けの SP グッズ（サー

ビスプレミアムグッズ、ノベルティグッズ）の市場規模は約 5,000 億円あると言われている。景気低迷してい

る中、その大部分が海外生産品で販売されていると思われる。 

 
【 蚊帳織りの素材が世の中で見直され、蚊帳織りふきんの市場性拡大に期待 】 
 

蚊帳織りふきんは、35 年前から奈良で生産されており、当社の小売店舗にて外注縫製商品として販売してい

た。平城遷都 1300 年記念事業のイベントで、蚊帳織りふきんがよく売れた。蚊帳織りの素材が世の中で見直さ

れつつあるという背景もあり、蚊帳織りふきんの今後の市場性拡大の可能性を感じた。 

 
【 高級品市場へも対応でき、コストダウン、短納期化を実現化する設備導入への取組み 】 
 

当社の工場では、蚊帳そのものを主に生産していたが、今後の蚊帳織りふきんの市場性を見越して、蚊帳織

りふきんの製造工程を導入。今回の事業では、普及品だけでなく高級品市場へも対応でき、コストダウン、短

納期化を図っていくための設備導入に取組んだ。 

[蚊帳織りふきん]の、低コスト製品に対抗した、 

自動縫製ラインの改造 

【 ギフト＆ラッピング資材 】 【 蚊帳織りふきん 】 

【 食品間接用包装シート 】 

【 寒冷紗等農業用資材 】 

企業向け SP グッズ 

一般生活者向け 

海外製品が主流 

国産高品質商品を求めるニーズもあり 

蚊帳織り素材が再評価されつつある 

コストダウン／短納期化への取組み 

高級化路線の追究 

【 OPP フィルム 】 【 ペーパークラフト 】 
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課題 機械の生産能力を全うさせるには 

   新たなマーケット開拓が必要 
 

コストダウンや短納期対応に向けて当該

設備を導入したが、導入した機械のポテンシ

ャルを全うするためには、さらなる受注拡大

が必要である。 

それは、従来のマーケットの延長上にある

ものではなく、新たな視点で取組み、開拓し

ていく必要があるマーケットである。 

事業化における課題 Task 

【 生産／販売／新商品開発スケジュール 】 
●  生産：1 年目から 5 年目にかけて引続き実施 
● 販売：1 年目から 5 年目にかけて引続き実施 
● 新商品開発：1 年目から 5 年目にかけて引続き実施 
 
 
 

解決への道筋 Solution 

施策 普及品市場から高級品市場へ 
 

大手企業は MADE IN JAPAN で良いモノ、ス

トーリー性があって、イメージアップにつな

がる本物の商品を探している。 

そのためには、従来のギフトショー（普及

品主体）以外の、インテリアライフスタイル

ショー（有明コロシアム）や、海外の展示会

にも積極的に出品していく必要がある。 

 

本縫いミシンの広幅対応機を導

入した事により生地幅縫製がワイ

ド化し、多用途・高級品開発へと可

能性が広がった。 

 

また、単独両頭自動縫いミシン

(左右インターロックミシン)  を導

入したことにより、カセットチェン

ジャー式に対応した自動縫製が可

能となった。 

 

これにより縫製ラインの自動化

が概ね完了し、コストダウンと短納

期対応が可能となった。 

● 広幅対応の本縫いミシン導入により、多用途・高級品開発への可能性が拡大 

● 単独両頭自動縫いミシン導入により、ラインの自動化が進みコストダウンと短納期対応を実現化 

■代表者 代表取締役 丸山 欽也 

奈良の名産品といえば、墨、筆、蚊帳。しかし今、蚊帳はすっかり姿を消そうとしています。蚊帳織

りを絶やしてはいけないという思いを胸に今、蚊帳織り技術を活かしたオリジナルブランドを立ち上げ

ました。蚊帳織りの魅力を次の時代に伝えることが私たちの使命だと考えています。 
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今後の事業スケジュール 

事業の概要・成果 

新規導入設備 

のポテンシャル 

既存市場 

新規市場 
＋ ● インテリアライフスタイルショー 

● ニューヨークナウ 
● シカゴテキスタイル 

普及品市場 高級品市場 

● 従来のギフトショー 

＋ 
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カセット、チェンジャー式 
自動運搬装置 

本縫いから、 
左右インターロック仕上 

まで自動化が完成 
 

 
コストダウン 短納期対応 

多用途 

高級品開発 

受注量拡大 新規市場開拓 

【 ミ シ ン 2 台 導 入 】 
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